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北九州市監査公表第１４号 

平成３０年 ５月２５日 

北九州市監査委員  江 本   均  

同         廣 瀨 隆 明  

同         香 月 耕 治  

同         福 島   司  

監査委員の監査の結果に基づき、措置を講じた旨の通知があったので、地方

自治法第１９９条第１２項の規定により、次のとおり公表する。 

１ 監査の種類 

定期監査(工事監査) 

２ 措置を講じた局等 

建設局、上下水道局 

３ 監査の期間 

平成２９年７月２１日から平成２９年１２月１５日まで 

４ 監査公表の時期 

平成３０年２月１６日（平成３０年監査公表第３号） 
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５ 監査の結果に基づく措置状況 

（１）建設局 

監 査 の 結 果 措  置  状  況 

ア  河川工事に伴う損失補償の事務

手続きについて（河川整備課）

［軽微な工事］相割川付帯工事（２８

―３） 

本工事は、前年度の河川改修工事で

作業ヤードとして使用した借地にお

いて、補償工事で駐車場の整備を行っ

たものである。

河川法によると、「河川工事の施行

により損失を受けた者の請求により、

これに要する費用を補償しなければ

ならない。この場合において、補償金

に代えて河川管理者等が工事を施行

することを要求することができる。」

とされている。また、「損失の補償に

ついては、河川管理者等と損失を受け

た者とが協議しなければならない。」

とされている。

しかし本工事においては、損失を受

けた土地所有者と、補償の請求や工事

の施行要求等、損失補償に関する協議

を行った文書を残さないまま、民有地

にアスファルト舗装等の工事を行っ

たため、補償工事の妥当性が確認でき

ず、不適切な事務手続きとなっていた

。

河川工事に伴う補償工事の事務処

理にあたっては、河川法等に基づき、

適切に行われたい。

 今回の指摘は、河川工事に伴う補償

工事を行った際に、損失を受けた者と

協議を行ったものの、その協議に関す

る資料を残さなかったため、不適切な

事務手続きとなったものである。 

 今回の指摘を受け、今後は、損失を

受けた者からの補償の請求や工事の

施工要求等の文書を確実に作成し、保

存することとした。 

さらに、再発を防止するため、課内

「事務改善会議（平成２９年１２月２

６日実施）」及び設計担当部署（河川

部）、監督担当部署（東・西整備事務

所）、維持管理担当部署（各区まちづ

くり整備課）で実施する「第４回河川

研修（平成３０年２月２０日実施）」

の中で、周知徹底を図った。 
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（２）上下水道局 

監 査 の 結 果 措 置 状 況 

ア 設計変更の事務手続きについて 

（下水道整備課） 

［７］若葉幹線（その１）管渠更生工

事 

本工事は、八幡西区森下町において

、老朽化した下水道管を管渠更生工法

により、リニューアルしたものである

。 

事前に行ったＴＶカメラによる調

査で、大量のモルタルが管内に付着し

て堆積している事が判明し、受注者か

ら平成２８年６月１５日付けで協議

書が提出され、同月２９日に施工承諾

を行い、同年１０月３日に、受注者か

らの作業報告書をもとに１８日間分

の穿孔機を用いたモルタル除去を増

工する契約変更を行っている。 

しかし、その作業報告書によると、

モルタル除去の工事は、４月２３日か

ら開始し、７月２８日までの延べ１８

日間の作業となっており、協議書の提

出日より前の７日間分も含まれてい

た。市監督員は、４月２３日から作業

を開始したことは現地で確認したと

の事であるが、同日からの穿孔機を用

いたモルタル除去を指示した文書が

なく、7日間分の支出が適正か確認で

きず、不適切な事務手続きとなってい

た。 

変更手続きを後日行う場合は、「書

面により変更指示を行うこと。」など

今回の指摘は、工法変更を行う際に

、職員が現地で作業内容を確認し、「

口頭による変更指示」は行っていたも

のの、本来、変更手続きに必要な「書

面による変更指示」を行っておらず、

不適切な事務手続きとなったもので

ある。 

今回の指摘を受け、今後、同様の事

案が発生することがないよう、平成３

０年２月に「市下水道工事における施

工管理マニュアル」の改訂を行い、「

書面による変更指示」に関する内容を

追加した。 

また、再発防止対策のため、平成３

０年１月３０日付事務連絡による通

知、及び関係部署において事務改善会

議を開催し、適正な事務処理について

周知徹底を図った。 
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を定めた北九州市工事請負契約約款

等を遵守し、適切に行われたい。 

注・・［ ］内の数字は、平成３０年監査公表第３号の別表１本工事抽出一覧表の番号を示す
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